
令和 7 年 3 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
◆ : ◆

◆ :

◆ :

＜目的＞

＜成果＞

◆

◆

◆ 今後の連携強化に向けた課題

課題点 :

ラインスピードについていけない時に、
企業・事業所・利用者間で時間をかけて
悩み相談に応じ、解決に繋げないといけ
ないと思う。

連携先の企業等の意見または評価

連携した結果に対する意見または評価

短期間のお試しではなく、実習という形で作業を行う事により、より深く業務内容へ理解が行くようになった。

担当者名 若山　智哉

活動内容の追加コメント

◆ 得られた成果 :
利用者間で一般就労に向けて意識が芽生
え、自分も自立して早く就労したいと前
向きな意見が出るようになった

・利用者さんがライン作業で冷凍弁当の盛り付
け・計量作業をしている様子

◆

◆ 実施した結果 :作業に対する姿勢が変わった。現場作業
前の準備時間が短縮出来た。

連携先企業名 シノブフーズ株式会社

様々な他の人とチームを組んで作業を行う事により、業務がよりよく進むことへの理解と達成感をより味わってほしい

◆ 地域連携活動の
ねらい

:地域との関わりを保ち、一般就労に向け
た意欲を高める

◆ 対象者にとっての
メリット

:地域社会に貢献していると実感・一般就
労に関わるスキルの獲得

地域連携活動の概要

◆
実施した生産活動
施設外就労の概要

:冷凍弁当の製造、梱包、シール貼り

利用者数 10人

◆ 地域にとっての
メリット

:
障害を持つ方と企業との連携を活性化さ
せることで、地域社会への貢献につなげ
る

実施日程 令和6年4月～令和7年3月

活動場所 シノブフーズ株式会社名古屋工場 活動の様子の写真・成果物の写真

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家かにえ 事業所番号 2310501081

住　所 愛知県海部郡蟹江町今本町通25 管理者名 田中薫

電話番号 0567-69-8103 対象年度 令和6年度

様式１


